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(57)【要約】
【課題】磁界または電界を用いて電力伝送を行う際に、
ユーザの利便性を向上させることが可能な給電装置、給
電システムおよび電子機器を提供する。
【解決手段】給電装置は、２次電池を有する給電対象機
器に対して磁界または電界を用いた送電を行う送電部と
、この送電部における送電動作を制御する送電制御部と
を備えている。送電制御部は、送電の際の送電電力に基
づいて２次電池への充電が行われている充電期間中にお
いて、その２次電池を有する給電対象機器が起動した場
合には、送電電力が増加するように送電動作を制御する
。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２次電池を有する給電対象機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う送電部と、
　前記送電部における送電動作を制御する送電制御部と
　を備え、
　前記送電制御部は、
　前記送電の際の送電電力に基づいて前記２次電池への充電が行われている充電期間中に
おいて、その２次電池を有する給電対象機器が起動した場合には、
　前記送電電力が増加するように前記送電動作を制御する
　給電装置。
【請求項２】
　前記送電制御部は、前記給電対象機器側から要求された、起動の際に必要な電力値とな
るように、前記送電電力を制御する
　請求項１に記載の給電装置。
【請求項３】
　前記送電制御部は、
　前記充電期間中において前記給電対象機器が起動していない期間では、
　前記充電の際に必要な最小限の電力値まで、前記送電電力を段階的に絞る
　請求項１に記載の給電装置。
【請求項４】
　前記送電制御部は、
　前記送電電力を段階的に絞る際には、前記給電対象機器からの要求に応じて、前記送電
電力を１段階ずつ減少または増加させる
　請求項３に記載の給電装置。
【請求項５】
　前記送電制御部は、前記２次電池への充電が完了した場合には、前記送電動作を停止さ
せる
　請求項１に記載の給電装置。
【請求項６】
　前記送電制御部は、前記給電対象機器との間での通信を利用して、前記充電期間中であ
るのか否か、および、前記給電対象機器が起動したのか否かを検知する
　請求項１に記載の給電装置。
【請求項７】
　２次電池を有する１または複数の電子機器と、
　前記電子機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う給電装置と
　を備え、
　前記給電装置は、
　前記送電を行う送電部と、
　前記送電部における送電動作を制御する送電制御部と
　を有し、
　前記送電制御部は、
　前記送電の際の送電電力に基づいて前記２次電池への充電が行われている充電期間中に
おいて、その２次電池を有する電子機器が起動した場合には、
　前記送電電力が増加するように前記送電動作を制御する
　給電システム。
【請求項８】
　給電装置から磁界または電界を用いた送電の際の送電電力を受け取る受電部と、
　前記受電部により受け取った送電電力に基づく充電が行われる２次電池と、
　所定の制御を行う制御部と
　を備え、
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　前記制御部は、
　前記２次電池への充電が行われている充電期間中において、自己の機器が起動した場合
には、
　前記送電電力の増加を要求する旨を前記給電装置側へ通知する
　電子機器。
【請求項９】
　前記制御部は、
　前記送電電力の増加の要求に応じて実際に送電電力が増加するまでの期間では、
　前記２次電池に蓄電された充電電力の一部を用いて起動動作が行われるように制御する
　請求項８に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記充電期間中において自己の機器が起動していない期間では、
　前記充電の際に必要な最小限の電力値まで前記送電電力が段階的に絞られるように、そ
の旨の要求を前記給電装置側へ通知する
　請求項８に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記送電電力が前記最小限の電力値よりも大きい場合には、前記送電電力を１段階減少
させる要求を通知する一方、
　前記送電電力が前記最小限の電力値よりも小さい場合には、前記送電電力を１段階増加
させる要求を通知する
　請求項１０に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記２次電池への充電を行う充電部と、
　前記送電電力に基づいて得られる入力電圧の安定化を行い、安定化後の出力電圧を前記
充電部へ供給する電圧安定化回路と
　を備え、
　前記最小限の電力値は、前記電圧安定化回路における前記入力電圧および前記出力電圧
の大きさを用いて規定される
　請求項１０に記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記電圧安定化回路がスイッチングレギュレータを用いて構成され、
　前記最小限の電力値は、前記スイッチングレギュレータの動作を担保する入力電圧の大
きさに対応する
　請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記送電電力が起動の際に必要な電力値となるように、その旨の要求を
前記給電装置側へ通知する
　請求項８に記載の電子機器。
【請求項１５】
　前記制御部は、前記２次電池への充電が完了した場合には、その旨を前記給電装置側へ
通知する
　請求項８に記載の電子機器。
【請求項１６】
　前記制御部は、前記給電装置との間での通信を利用して、前記給電装置側への通知を行
う
　請求項８に記載の電子機器。
【請求項１７】
　１または複数の電子機器と、
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　前記電子機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う給電装置と
　を備え、
　前記電子機器は、
　前記送電の際の送電電力を受け取る受電部と、
　前記受電部により受け取った送電電力に基づく充電が行われる２次電池と、
　所定の制御を行う制御部と
　を備え、
　前記制御部は、
　前記２次電池への充電が行われている充電期間中において、自己の機器が起動した場合
には、
　前記送電電力の増加を要求する旨を前記給電装置側へ通知する
　給電システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、電子機器等の給電対象機器に対して非接触に電力供給（送電，電力伝送）を
行う給電システム、ならびにそのような給電システムに適用される給電装置および電子機
器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば携帯電話機や携帯音楽プレーヤー等のＣＥ機器（Consumer Electronics D
evice：民生用電子機器）に対し、非接触に電力供給（送電，電力伝送）を行う給電シス
テム（非接触給電システム、ワイヤレス充電システム）が注目を集めている。これにより
、ＡＣアダプタのような電源装置のコネクタを機器に挿す（接続する）ことによって充電
を開始するのはなく、電子機器（２次側機器）を充電トレー（１次側機器）上に置くだけ
で充電を開始することができる。すなわち、電子機器と充電トレーと間での端子接続が不
要となる。
【０００３】
　このようにして非接触で電力供給を行う方式としては、電磁誘導方式が良く知られてい
る。また、最近では、電磁共鳴現象を利用した磁界共鳴方式と呼ばれる方式を用いた非接
触給電システムが注目されている。このような非接触による給電システムは、例えば特許
文献１～６等に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１０２９７４号公報
【特許文献２】ＷＯ００－２７５３１号公報
【特許文献３】特開２００８－２０６２３３号公報
【特許文献４】特開２００２－３４１６９号公報
【特許文献５】特開２００５－１１０３９９号公報
【特許文献６】特開２０１０－６３２４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記のような非接触による給電システムでは一般に、電子機器等の給電対象
機器内のバッテリー（２次電池）への充電を適切に制御し、ユーザの利便性を向上させる
ことが求められる。
【０００６】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、磁界または電界を用いて
電力伝送（送電）を行う際に、ユーザの利便性を向上させることが可能な給電装置、給電
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システムおよび電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の給電装置は、２次電池を有する給電対象機器に対して磁界または電界を用いた
送電を行う送電部と、この送電部における送電動作を制御する送電制御部とを備えたもの
である。送電制御部は、送電の際の送電電力に基づいて２次電池への充電が行われている
充電期間中において、その２次電池を有する給電対象機器が起動した場合には、送電電力
が増加するように送電動作を制御する。
【０００８】
　本開示の第１の給電システムは、２次電池を有する１または複数の電子機器（給電対象
機器）と、この電子機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う上記本開示の給電装
置とを備えたものである。
【０００９】
　本開示の給電装置および第１の給電システムでは、磁界または電界を用いた送電の際の
送電電力に基づいて給電対象機器内の２次電池への充電が行われている充電期間中におい
て、その２次電池を有する給電対象機器が起動した場合には、送電電力が増加するように
送電動作が制御される。これにより、例えば、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑え
られているような場合であっても、給電対象機器において、自己の起動に要する電力を送
電電力から確保し易くなる。
【００１０】
　本開示の電子機器は、給電装置から磁界または電界を用いた送電の際の送電電力を受け
取る受電部と、この受電部により受け取った送電電力に基づく充電が行われる２次電池と
、所定の制御を行う制御部とを備えたものである。制御部は、２次電池への充電が行われ
ている充電期間中において、自己の機器が起動した場合には、送電電力の増加を要求する
旨を給電装置側へ通知する。
【００１１】
　本開示の第２の給電システムは、１または複数の上記本開示の電子機器（給電対象機器
）と、この電子機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う給電装置とを備えたもの
である。
【００１２】
　本開示の電子機器および第２の給電システムでは、磁界または電界を用いた送電の際の
送電電力に基づいて２次電池への充電が行われている充電期間中において、自己の機器が
起動した場合には、送電電力の増加を要求する旨が給電装置側へ通知される。これにより
、例えば、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているような場合であっても、
給電装置側に対して送電電力の増加が促されるため、電子機器において、自己の起動に要
する電力を送電電力から確保し易くなる。
【発明の効果】
【００１３】
　本開示の給電装置および第１の給電システムによれば、磁界または電界を用いた送電の
際の送電電力に基づいて給電対象機器内の２次電池への充電が行われている充電期間中に
おいて、その２次電池を有する給電対象機器が起動した場合には送電電力が増加するよう
にしたので、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているような場合であっても
、給電対象機器において自己の起動に要する電力を送電電力から確保し易くなる。よって
、磁界または電界を用いて電力伝送を行う際に、ユーザの利便性を向上させることが可能
となる。
【００１４】
　本開示の電子機器および第２の給電システムによれば、磁界または電界を用いた送電の
際の送電電力に基づいて２次電池への充電が行われている充電期間中において、自己の機
器が起動した場合には送電電力の増加を要求する旨を給電装置側へ通知するようにしたの
で、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているような場合であっても、電子機
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器において自己の起動に要する電力を送電電力から確保し易くなる。よって、磁界または
電界を用いて電力伝送を行う際に、ユーザの利便性を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の一実施の形態に係る給電システムの外観構成例を表す斜視図である。
【図２】図１に示した給電システムの詳細構成例を表すブロック図である。
【図３】図２に示した各ブロックの詳細構成例を表す回路図である。
【図４】交流信号発生回路に対する制御信号の一例を表すタイミング波形図である。
【図５】給電期間および通信期間の一例を表すタイミング図である。
【図６】図３に示した給電システムにおけるバッテリーの負荷特性例を表す模式図である
。
【図７】図３に示した給電システムにおける充電回路の負荷特性例を表す模式図である。
【図８】実施例および比較例に係る給電システムにおける動作例を表すタイミング図であ
る。
【図９】実施例に係る電子機器での制御例を表す流れ図である。
【図１０】実施例に係る給電装置での送電制御例を表す流れ図である。
【図１１】変形例に係る給電システムの概略構成例を表すブロック図である。
【図１２】図１１に示した給電システムにおける電界の伝播態様例を表す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．実施の形態（充電期間中で給電対象機器が起動した場合に送電電力を増加させる例）
２．変形例（電界を用いて非接触に電力伝送を行う給電システムの例等）
【００１７】
＜実施の形態＞
［給電システム４の全体構成］
　図１は、本開示の一実施の形態に係る給電システム（給電システム４）の外観構成例を
表したものであり、図２は、この給電システム４のブロック構成例を表したものである。
給電システム４は、磁界を用いて（磁気共鳴や電磁誘導等を利用して；以下同様）、非接
触に電力伝送（電力供給，給電，送電）を行うシステム（非接触型の給電システム）であ
る。この給電システム４は、給電装置１（１次側機器）と、給電対象機器としての１また
は複数の電子機器（ここでは２つの電子機器２Ａ，２Ｂ；２次側機器）とを備えている。
【００１８】
　この給電システム４では、例えば図１に示したように、給電装置１における給電面（送
電面）Ｓ１上に電子機器２Ａ，２Ｂが置かれる（または近接する）ことにより、給電装置
１から電子機器２Ａ，２Ｂに対して電力伝送が行われるようになっている。ここでは、複
数の電子機器２Ａ，２Ｂに対して同時もしくは時分割的（順次）に電力伝送を行う場合を
考慮して、給電装置１は、給電面Ｓ１の面積が給電対象の電子機器２Ａ，２Ｂ等よりも大
きなマット形状（トレー状）となっている。
【００１９】
（給電装置１）
　給電装置１は、上記したように、磁界を用いて電子機器２Ａ，２Ｂに対して電力伝送（
送電）を行うもの（充電トレー）である。この給電装置１は、例えば図２に示したように
、送電部１１０、交流信号発生回路（高周波電力発生回路）１１１および制御部１１２（
送電制御部）を有する送電装置１１を備えている。
【００２０】
　送電部１１０は、後述する送電コイル（１次側コイル）Ｌ１およびコンデンサＣ１ｐ，
Ｃ１ｓ（共振用のコンデンサ）等を含んで構成されている。送電部１１０は、これらの送
電コイルＬ１およびコンデンサＣ１ｐ，Ｃ１ｓを利用して、電子機器２Ａ，２Ｂ（詳細に
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は、後述する受電部２１０）に対して交流磁界を用いた電力伝送（送電）を行うものであ
る（図２中の矢印Ｐ１参照）。具体的には、送電部１１０は、給電面Ｓ１から電子機器２
Ａ，２Ｂへ向けて磁界（磁束）を放射する機能を有している。この送電部１１０はまた、
後述する受電部２１０との間で所定の通信動作を相互に行う機能を有している（図２中の
矢印Ｃ１参照）。
【００２１】
　交流信号発生回路１１１は、例えば給電装置１の外部電源９（親電源）から供給される
電力を用いて、送電を行うための所定の交流信号Ｓac（高周波電力）を発生する回路であ
る。このような交流信号発生回路１１１は、例えば、後述するスイッチングアンプを用い
て構成されている。なお、外部電源９としては、例えば、ＰＣ（Personal Computer）な
どに設けられているＵＳＢ（Universal Serial Bus）２．０の電源（電力供給能力：５０
０ｍＡ，電源電圧：５Ｖ程度）等が挙げられる。
【００２２】
　制御部１１２は、給電装置１全体（給電システム４全体）における種々の制御動作を行
うものである。具体的には、送電部１１０による送電（送電動作）や通信（通信動作）の
制御を行うことの他、例えば、送電電力の最適化制御や２次側機器を認証する機能、２次
側機器が１次側機器上にあることを判別する機能、異種金属などの混入を検知する機能な
どを有している。ここで、上記した送電制御の際には、後述する所定の制御信号ＣＴＬ（
送電用の制御信号）を用いて交流信号発生回路１１１の動作を制御することによって行う
ようになっている。また、この制御部１１２は、制御信号ＣＴＬを用いて、後述するパル
ス幅変調（ＰＷＭ：Pulse Width Modulation）による変調処理を行う機能も有している。
【００２３】
　更に、制御部１１２は、磁界を用いた送電電力に基づいて電子機器２Ａ，２Ｂ内の後述
するバッテリー２１４への充電期間中において、電子機器２Ａ，２Ｂが起動していない期
間では、充電の際に必要な最小限の電力値まで、送電電力を段階的に絞る機能を有してい
る。また、このような充電期間中において、電子機器２Ａ，２Ｂが起動した場合には、送
電電力が増加するように、送電部１１０の送電動作を制御する。なお、制御部１１２は、
後述する電子機器２Ａ，２Ｂとの間での通信を利用して、上記したバッテリー２１４への
充電期間中であるのか否か、および電子機器２Ａ，２Ｂが起動したのか否かを検知するよ
うになっている。このような制御部１１２による送電制御（給電制御）の詳細については
、後述する（図８，図１０）。
【００２４】
（電子機器２Ａ，２Ｂ）
　電子機器２Ａ，２Ｂは、例えば、テレビ受像機に代表される据え置き型電子機器や、携
帯電話やデジタルカメラに代表される、充電池（バッテリー）を含む携帯型の電子機器等
からなる。これらの電子機器２Ａ，２Ｂは、例えば図２に示したように、受電装置２１と
、この受電装置２１から供給される電力に基づいて所定の動作（電子機器としての機能を
発揮させる動作）を行う負荷２２とを備えている。また、受電装置２１は、受電部２１０
、整流回路２１１、電圧安定化回路２１２、充電回路２１３（充電部）、バッテリー２１
４（２次電池）、電圧検出回路２１５および制御部２１６を有している。
【００２５】
　受電部２１０は、後述する受電コイル（２次側コイル）Ｌ２およびコンデンサＣ２ｐ，
Ｃ２ｓ（共振用のコンデンサ）等を含んで構成されている。受電部２１０は、これらの受
電コイルＬ２およびコンデンサＣ２ｐ，Ｃ２ｓ等を利用して、給電装置１内の送電部１１
０から伝送された電力（送電電力）を受け取る機能を有している。この受電部２１０はま
た、送電部１１０との間で前述した所定の通信動作を相互に行う機能を有している（図２
中の矢印Ｃ１参照）。
【００２６】
　整流回路２１１は、受電部２１０から供給された送電電力（交流電力）を整流し、直流
電力を生成する回路である。
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【００２７】
　電圧安定化回路２１２は、整流回路２１１から供給される直流電力に基づいて、所定の
電圧安定化動作を行う回路である。具体的には、送電電力に基づいて得られる入力電圧（
後述する入力電圧Ｖ１）の安定化を行い、安定化後の出力電圧を充電回路２１３へ供給す
るようになっている。
【００２８】
　充電回路２１３は、電圧安定化回路２１２から供給される電圧安定化後の直流電力（上
記した出力電圧）に基づいて、バッテリー２１４への充電を行うための回路である。
【００２９】
　バッテリー２１４は、充電回路２１３による充電に応じて電力を貯蔵するものであり、
例えばリチウムイオン電池等の充電池（２次電池）を用いて構成されている。
【００３０】
　電圧検出回路２１５は、整流回路２１５から出力される直流電圧（電圧安定化回路２１
２への入力電圧Ｖ１）を検出し、その検出結果を制御部２１６へ出力する回路である。こ
のような電圧検出回路２１５は、例えば抵抗器等を用いて構成されている。
【００３１】
　制御部２１６は、電子機器２Ａ，２Ｂ全体（給電システム４全体）における種々の制御
動作を行うものである。具体的には、例えば、受電部１１０による受電や通信の制御を行
ったり、電圧安定化回路２１２や充電回路２１３等の動作を制御する機能も有している。
なお、この制御部２１６における機能の詳細については後述する。
【００３２】
［給電装置１および電子機器２Ａ，２Ｂの詳細構成］
　図３は、図２に示した給電装置１および電子機器２Ａ，２Ｂ内の各ブロックの詳細構成
例を回路図で表したものである。
【００３３】
（送電部１１０）
　送電部１１０は、磁界を用いて電力伝送を行う（磁束を発生させる）ための送電コイル
Ｌ１と、この送電コイルＬ１とともにＬＣ共振回路を形成するためのコンデンサＣ１ｐ，
Ｃ１ｓとを有している。コンデンサＣ１ｓは、送電コイルＬ１に対して電気的に直列接続
されている。つまり、コンデンサＣ１ｓの一端と送電コイルＬ１の一端とが、互いに接続
されている。また、このコンデンサＣ１ｓの他端と送電コイルＬ１の他端とがコンデンサ
Ｃ１ｐに並列接続され、送電コイルＬ１とコンデンサＣ１ｐとの接続端は接地されている
。
【００３４】
　これらの送電コイルＬ１とコンデンサＣ１ｐ，Ｃ１ｓとからなるＬＣ共振回路と、後述
する受電コイルＬ２とコンデンサＣ２ｐ，Ｃ２ｓとからなるＬＣ共振回路とは、互いに磁
気結合する。これにより、後述する交流信号発生回路１１１により生成された高周波電力
（交流信号Ｓac）と略同一の共振周波数によるＬＣ共振動作がなされるようになっている
。
【００３５】
（交流信号発生回路１１１）
　交流信号発生回路１１１は、スイッチング素子としての１つのトランジスタ（図示せず
）を有するスイッチングアンプ（いわゆるＥ級アンプ）を用いて構成されている。この交
流信号発生回路１１１には、制御部１１２から送電用の制御信号ＣＴＬが供給されるよう
になっている。この制御信号ＣＴＬは、図３中に示したように、所定のデューティ比を有
するパルス信号からなる。また、例えば図４（Ａ），（Ｂ）に示したように、この制御信
号ＣＴＬにおけるデューティ比を制御することにより、後述するパルス幅変調がなされる
ようになっている。
【００３６】
　このような構成により交流信号発生回路１１１では、送電用の制御信号ＣＴＬに従って
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、上記したトランジスタがオン・オフ動作（所定の周波数およびデューティ比からなるス
イッチング動作）を行う。すなわち、制御部１１２から供給される制御信号ＣＴＬを用い
て、スイッチング素子としてのトランジスタのオン・オフ動作が制御される。これにより
、例えば外部電源９側から入力する直流信号Ｓdcに基づいて交流信号Ｓac（交流電力）が
生成され、送電部１１０へ供給されるようになっている。
【００３７】
（受電部２１０）
　受電部２１０は、送電部１１０から伝送された（磁束から）電力を受け取るための受電
コイルＬ２と、この受電コイルＬ２とともにＬＣ共振回路を形成するためのコンデンサＣ
２ｐ，Ｃ２ｓとを有している。コンデンサＣ２ｐは、受電コイルＬ２に対して電気的に並
列接続され、コンデンサＣ２ｓは、受電コイルＬ２に対して電気的に直列接続されている
。すなわち、コンデンサＣ２ｓの一端は、コンデンサＣ２ｐの一端および受電コイルＬ２
の一端に接続されている。また、コンデンサＣ２ｓの他端は、整流回路２１１における一
方の入力端子に接続され、受電コイルＬ２の他端およびコンデンサＣ２ｐの他端はそれぞ
れ、整流回路２１１における他方の入力端子に接続されている。
【００３８】
　これらの受電コイルＬ２とコンデンサＣ２ｐ，Ｃ２ｓとからなるＬＣ共振回路と、前述
した送電コイルＬ１とコンデンサＣ１ｐ，Ｃ１ｓとからなるＬＣ共振回路とは、互いに磁
気結合する。これにより、交流信号発生回路１１１により生成された高周波電力（交流信
号Ｓac）と略同一の共振周波数によるＬＣ共振動作がなされるようになっている。
【００３９】
（整流回路２１１）
　整流回路２１１は、ここでは４つの整流素子（ダイオード）Ｄ１～Ｄ４を用いて構成さ
れている。具体的には、整流素子Ｄ１のアノードおよび整流素子Ｄ３のカソードは、互い
に整流回路２１１における一方の入力端子に接続され、整流素子Ｄ１のカソードおよび整
流素子Ｄ２のカソードは、互いに整流回路２１１における出力端子に接続されている。ま
た、整流素子Ｄ２のアノードおよび整流素子Ｄ４のカソードは、互いに整流回路２１１に
おける他方の入力端子に接続され、整流素子Ｄ３のアノードおよび整流素子Ｄ４のアノー
ドは、互いに接地されている。このような構成により整流回路２１１では、受電部２１０
から供給された交流電力を整流し、直流電力からなる受電電力を電圧安定化回路２１２へ
供給するようになっている。
【００４０】
（電圧安定化回路２１２）
　電圧安定化回路２１２は、前述したように、整流回路２１１から供給される直流電力（
入力電圧Ｖ１）の安定化を行う回路であり、例えばスイッチングレギュレータ等の電源回
路を用いて構成されている。
【００４１】
（充電回路２１３）
　充電回路２１３は、電圧安定化回路２１２からの出力電圧（直流電力）に基づいて、前
述したように、バッテリー２１４への充電を行う回路であり、ここでは電圧安定化回路２
１２と負荷２２との間に配置されている。
【００４２】
（電圧検出回路２１５）
　電圧検出回路２１５は、前述したように、電圧安定化回路２１２への入力電圧Ｖ１を検
出する回路であり、これにより後述する不要電力（バッテリー２１４への充電の際に必要
な最小限の電力値を超える電力）をどの程度受電しているのかが検知されるようになって
いる。
【００４３】
（制御部２１６）
　制御部２１６は、前述したように電子機器２Ａ，２Ｂ全体（給電システム４全体）にお
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ける種々の制御動作を行うものであり、特に本実施の形態では以下の機能も有している。
すなわち、まず、自身の機器（電子機器２Ａまたは電子機器２Ｂ）における各種の機器情
報を随時取得して把握する機能を有している。具体的には、自身（自己）の機器（負荷２
２）の起動状況を示す情報（起動状況情報）を、負荷２２から取得する。また、前述した
入力電圧Ｖ１の大きさを示す情報（入力電圧情報）を、電圧検出回路２１５から取得する
。バッテリー２１４における電力残量を示す情報（電力残量情報；例えば図３中に示した
バッテリー電圧Ｖｂ）を、充電回路２１３から取得する。
【００４４】
　そして、制御部２１６は、取得したこれらの機器情報を利用して、バッテリー２１４へ
の充電期間中において自己の機器が起動したと判断した場合には、給電装置１側（制御部
１１２）に対して、送電電力の増加を要求する旨を通知する機能等を有している。なお、
このような給電装置１側への通知は、受電部２１０を用いた通信を利用して行われるよう
になっている。このような制御部２１６による制御（送電要求制御）の詳細については、
後述する（図８，図９）。
【００４５】
［給電システム４の作用・効果］
（１．全体動作の概要）
　この給電システム４では、給電装置１内の交流信号発生回路１１１が、外部電源９から
供給される電力に基づいて、送電部１１０内の送電コイルＬ１およびコンデンサＣ１ｐ，
Ｃ１ｓ（ＬＣ共振回路）に対して、電力伝送を行うための所定の高周波電力（交流信号Ｓ
ac）を供給する。これにより、送電部１１０内の送電コイルＬ１において磁界（磁束）が
発生する。このとき、給電装置１の上面（給電面Ｓ１）に、給電対象機器（充電対象機器
）としての電子機器２Ａ，２Ｂが置かれる（または近接する）と、給電装置１内の送電コ
イルＬ１と電子機器２Ａ，２Ｂ内の受電コイルＬ２とが、給電面Ｓ１付近にて近接する。
【００４６】
　このように、磁界（磁束）を発生している送電コイルＬ１に近接して受電コイルＬ２が
配置されると、送電コイルＬ１から発生されている磁束に誘起されて、受電コイルＬ２に
起電力が生じる。換言すると、電磁誘導または磁気共鳴により、送電コイルＬ１および受
電コイルＬ２のそれぞれに鎖交して磁界が発生する。これにより、送電コイルＬ１側（１
次側、給電装置１側、送電部１１０側）から受電コイルＬ２側（２次側、電子機器２Ａ，
２Ｂ側、受電部２１０側）に対して、電力伝送がなされる（図２，図３中の矢印Ｐ１参照
）。このとき、給電装置１側の送電コイルＬ１と電子機器２Ａ，２Ｂ側の受電コイルＬ２
とが、電磁誘導等により互いに磁気結合し、前述したＬＣ共振回路においてＬＣ共振動作
が行われる。
【００４７】
　すると、電子機器２Ａ，２Ｂでは、受電コイルＬ２において受け取った交流電力が、整
流回路２１１、電圧安定化回路２１２および充電回路２１３へ供給され、以下の充電動作
がなされる。すなわち、この交流電力が整流回路２１１および電圧安定化回路２１２によ
って所定の直流電力に変換されて電圧安定化がなされた後、充電回路２１３によって、こ
の直流電力に基づくバッテリー２１４への充電がなされる。このようにして、電子機器２
Ａ，２Ｂにおいて、受電部２１０において受け取った電力に基づく充電動作がなされる。
【００４８】
　すなわち、本実施の形態では、電子機器２Ａ，２Ｂの充電に際し、例えばＡＣアダプタ
等への端子接続が不要であり、給電装置１の給電面Ｓ１上に置く（近接させる）だけで、
容易に充電を開始させることができる（非接触給電がなされる）。これは、ユーザにおけ
る負担軽減に繋がる。
【００４９】
　また、例えば図５に示したように、このような給電動作の際には、給電期間Ｔｐ（バッ
テリー２１４への充電期間）と通信期間Ｔｃ（非充電期間）とが、時分割で周期的（もし
くは非周期的）になされる。換言すると、制御部１１２および制御部２１６は、このよう
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な給電期間Ｔｐと通信期間Ｔｃとが時分割で周期的（もしくは非周期的）に設定されるよ
うに制御する。ここで、この通信期間Ｔｃとは、１次側機器（給電装置１）と２次側機器
（電子機器２Ａ，２Ｂ）との間で、送電コイルＬ１および受電コイルＬ２を用いた相互の
通信動作（互いの機器間認証や給電効率制御等のための通信動作）を行う期間である（図
２，図３中の矢印Ｃ１参照）。なお、このときの給電期間Ｔｐと通信期間Ｔｃとの時間の
比率は、例えば、給電期間Ｔｐ：通信期間Ｔｃ＝９：１程度である。
【００５０】
　ここで、この通信期間Ｔｃでは、例えば交流信号発生回路１１１におけるパルス幅変調
を用いた通信動作が行われる。具体的には、所定の変調データに基づいて、通信期間Ｔｃ
における制御信号ＣＴＬのデューティ比が設定されることにより、パルス幅変調による通
信がなされる。なお、前述した送電部１１０および受電部２１０における共振動作時に周
波数変調を行うことは原理的に難しいため、このようなパルス幅変調を用いることで簡易
に通信動作が実現される。
【００５１】
（２．充電期間中の送電電力について）
　また、本実施の形態の給電システム４では、上記のようにして磁界を用いた送電の際の
送電電力に基づいて、電子機器２Ａ，２Ｂ内のバッテリー２１４への充電を行っている期
間（充電期間中，充電完了前の期間）では、送電電力が絞られて低く抑えられる。換言す
ると、そのような充電期間中では、給電装置１内の制御部１１２が、送電電力が絞られて
低く抑えられるように、送電部１１０による送電動作を制御する。これは、以下の理由に
よるものである。
【００５２】
　すなわち、まず、例えば図６および図７に示したように、バッテリー２１４がリチウム
イオン電池等の２次電池からなる場合、その２次電池への充電は、通常、いわゆる「ＣＣ
－ＣＶ充電」によりなされる。すなわち、定電流充電（ＣＣ充電）期間Ｔｃｃを経た後に
定電圧充電（ＣＶ充電）期間Ｔｃｖが設定されるように、充電制御がなされる。このよう
なＣＣ－ＣＶ充電の際には、バッテリー２１４の負荷特性（充電時間と負荷の大きさとの
関係）は例えば図６に示したようになり、充電回路２１３の負荷特性は例えば図７に示し
たようになる。つまり、図６，図７中の破線の矢印で示したように、バッテリー２１４へ
の充電が進行するに従って、送電電力と充電の際に必要とされる電力との間にギャップが
生じ、そのままでは、そのギャップ分が「余剰電力（過剰（不必要）な送電電力）」とな
る。そのような余剰電力は最終的に「熱」となり、給電装置１および電子機器２Ａ，２Ｂ
を熱くするため、問題である。
【００５３】
　そこで本実施の形態では、制御部１１２は、バッテリー２１４への充電期間中において
電子機器２Ａ，２Ｂが起動していない期間では、充電の際に必要な最小限の電力値まで送
電電力を段階的に絞るように制御する。また、電子機器２Ａ，２Ｂ内の制御部２１６側で
は、充電期間中において自己の機器が起動していない期間では、充電の際に必要な最小限
の電力値まで送電電力が段階的に絞られるように、その旨の要求を給電装置１（制御部１
１２）側へ通知する。
【００５４】
　図８は、充電期間中の動作例をタイミング図で表わしたものであり、（Ａ）は負荷２２
の大きさを、（Ｂ）は比較例に係る給電システムにおける送電電力を、（Ｃ）は本実施の
形態の実施例に係る送電電力を、それぞれ示している。
【００５５】
　この動作例では、図中の矢印Ｐ２１で示したように、制御部１１２では電子機器２Ａ，
２Ｂ（制御部２１６）からの要求に応じて送電電力を１段階ずつ減少（または増加）させ
ることにより、送電電力を段階的に絞るようにしている。これは、以下の理由によるもの
である。すなわち、まず、例えば図中の矢印Ｐ２２で示したように負荷２２が軽くなると
、前述した電圧安定化回路２１２への入力電圧Ｖ１等が上昇する。このため、この入力電
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圧Ｖ１における最小電圧値（後述する閾値電圧Ｖth1；電圧安定化回路２１２（例えばス
イッチングレギュレータ）の動作を担保する入力電圧Ｖ１の大きさ）を規定し、この最小
電圧値を下回らない程度に緩やかに（１段階ずつ）送電電力を絞る。
【００５６】
　具体的には、後述するように、制御部２１６では、送電電力が充電の際に必要な最小限
の電力値（上記した閾値電圧Ｖth1に対応）よりも大きい場合には、送電電力を１段階減
少させる要求を通知する。一方、送電電力が最小限の電力値（閾値電圧Ｖth1）よりも小
さい場合には、送電電力を１段階増加させる要求を通知する。そして、制御部１１２では
、そのような送電電力の減少または増加の要求に応じて、実際に送電電力を１段階ずつ減
少または増加させるようにする。このような送電電力の制御により、電子機器２Ａ，２Ｂ
に対する無駄（不必要）な送電（充電）が防止され、前述したような過剰な送電電力に起
因した発熱等が回避される。なお、上記した「充電の際に必要な最小限の電力値」として
は、電圧安定化回路２１２における入力電圧Ｖ１の大きさだけでなく、この電圧安定化回
路２１２からの出力電圧の大きさも用いて規定されるようにするのが望ましい。これによ
り、電圧安定化回路２１２が後述するように機能を停止していないかどうかをより確実に
判断することができるからである。
【００５７】
（２－１．比較例）
　ところが、そのようにして負荷２２が軽い状態が継続して送電電力が絞られた場合にお
いて、図中の矢印Ｐ３１で示したように電子機器２Ａ，２Ｂ（負荷２２）が起動した場合
（タイマー等による自動的な起動や、ユーザによる手動の起動等）、比較例では以下の問
題が生じ得る。
【００５８】
　すなわち、まず、そのときの送電電力は、負荷２２が必要とする最大電力を大きく下回
っていることが起こり得る。このような過負荷時では、充電回路２１３が電力を必要とす
るのに対し、送電電力が絞られた電圧安定化回路２１２（例えばスイッチングレギュレー
タ）は、その充電回路２１３に対して電力を供給することができなくなる。したがって、
充電回路２１３は、バッテリー２１４に蓄電された充電電力の一部を利用して、負荷２２
へと電力を供給することとなる。そのような状態では、電圧安定化回路２１２への入力電
圧Ｖ１が急激に低下し、電圧安定化回路２１２がいわゆるＵＶＬＯ（Under Voltage Lock
 Out）モードとなる。つまり、スイッチングレギュレータ等からなる電圧安定化回路２１
２がその機能を停止し、充電回路２１３に電力を供給しなくなる。
【００５９】
　このようなＵＶＬＯモードとなった場合、起動中の負荷２２は、上記したように充電回
路２１３から充電電力の一部が供給されるため、問題なく動作する。その一方で、ＵＶＬ
Ｏモードとなった電圧安定化回路２１２は、電気的に非常に軽い負荷となる。その結果、
負荷２２の起動期間（起動状態期間Ｔｏｎ）では、そのままでは図中の矢印Ｐ１０３で示
したように、負荷２２が重い状態となっているにも関わらず電圧安定化回路２１２が非常
に軽い負荷となることに起因して、送電電力がどんどん絞られてしまう。
【００６０】
　このようにして図８（Ｂ）に示した比較例では、送電電力の増加を必要とし、かつ送電
能力が十分あるにも関わらず、送電電力がどんどん絞られてしまう結果、バッテリー２１
４における電力残量が減っていく一方となり、ユーザの利便性が損なわれてしまう。
【００６１】
（２－２．本実施の形態）
　そこで本実施の形態の給電システム４では、給電装置１内の制御部１１２が、バッテリ
ー２１４への充電期間中において電子機器２Ａ，２Ｂが起動した場合には、送電電力が増
加するように、送電部１１０の送電動作を制御する（図８（Ｃ）中の矢印Ｐ３２参照）。
また、電子機器２Ａ，２Ｂ内の制御部２１６側では、そのような充電期間中において自己
の機器（負荷２２）が起動したと判断した場合には、給電装置１側（制御部１１２）に対
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して、送電電力の増加を要求する旨を通知する。
【００６２】
　この際、制御部１１２は、電子機器２Ａ，２Ｂとの間での通信を利用して、バッテリー
２１４への充電期間中であるのか否か、および電子機器２Ａ，２Ｂ（負荷２２）が起動し
たのか否かを検知する。また、制御部２１６は、給電装置１との間での通信を利用して、
給電装置１（制御部１１２）側への通知を行う。本実施の形態ではこのような送電電力の
制御により、上記比較例とは異なり、以下のようになる。すなわち、上記したように、充
電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているような場合であっても、電子機器２Ａ
，２Ｂにおいて、自己の起動に要する電力を送電電力から確保し易くなる。
【００６３】
　なお、このとき制御部２１６は、図８（Ｃ）中の矢印Ｐ３３および斜線で示したように
、送電電力の増加の要求に応じて実際に送電電力が増加するまでの期間では、バッテリー
２１４に蓄電された充電電力の一部を用いて、負荷２２の起動動作が行われるように制御
する。これは、電子機器２Ａ，２Ｂ側から給電装置１側への通信の際のタイムラグに相当
する期間であり、この期間では充電電力からのサポートを受けて起動動作を行わざるを得
ないからである。
【００６４】
（電子機器２Ａ，２Ｂにおける制御例）
　ここで図９は、電子機器２Ａ，２Ｂ内の制御部２１６による具体的な制御例（充電期間
中における制御例）を、流れ図で表わしたものである。この制御例ではまず、通常の受電
動作（１００％の送電電力を受電する動作）が受電部２１０においてなされる（ステップ
Ｓ１０１）。
【００６５】
　次いで、制御部２１６は、所定の受電カウンタをリセット（初期化）する（Count＝０
：ステップＳ１０２）。続いて、制御部２１６は、前述した機器情報としての電力残量情
報を用いて、バッテリー２１４における電力残量が所定の閾値以上であるのか否か、すな
わち、バッテリー２１４への充電が完了したのか否かを判断する（ステップＳ１０３）。
具体的には、ここでは、バッテリー電圧Ｖｂが、所定の閾値電圧Ｖth以上であるのか否か
を判別する。
【００６６】
　ここで、バッテリー電圧Ｖｂが閾値電圧Ｖth以上であると判別された場合（ステップＳ
１０３：Ｙ）、制御部２１６は、バッテリー２１４への充電が完了したと判断し、その旨
を給電装置１（制御部１１２）側へ通知（充電完了コマンドを送信）する（ステップＳ１
０４）。これにより、図９に示した、充電期間中での制御部２１６による制御が終了とな
る。なお、この際の通知（充電完了コマンド）は、給電装置１との間での通信を利用して
行われる。
【００６７】
　一方、バッテリー電圧Ｖｂが閾値電圧Ｖth未満であると判別された場合（ステップＳ１
０３：Ｎ）、制御部２１６は、バッテリー２１４への充電がまだ完了していなと判断し、
受電カウンタの値を＋１増加させる（Count＝Count＋１：ステップＳ１０５）。次いで、
制御部２１６は、この受電カウンタの値が所定の閾値Ｔｈ以上であるのか否か（Count≧
Ｔｈを満たすのか否か）を判断する（ステップＳ１０６）。
【００６８】
　ここで、受電カウンタの値が閾値Ｔｈ未満である（Count＜Ｔｈ）と判断された場合（
ステップＳ１０６：Ｎ）、前述したステップＳ１０３へと再び戻る。一方、受電カウンタ
の値が閾値Ｔｈ以上である（Count≧Ｔｈ）と判断された場合（ステップＳ１０６：Ｙ）
、次に制御部２１６は、前述した機器情報としての起動状況情報を用いて、自己の機器（
負荷２２）が起動中であるのか否かを判断する（ステップＳ１０７）。
【００６９】
　ここで、負荷２２が起動中であると判断された場合（ステップＳ１０７：Ｙ）、制御部
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２１６は前述したように、給電装置１側（制御部１１２）に対して、送電電力の増加を要
求する旨を通知（必要送電電力要求コマンドを送信）する（ステップＳ１０８）。つまり
、制御部２１６は、送電電力が起動の際に必要な電力値となるように、その旨の要求を給
電装置１側へ通知する。この際の通知（必要送電電力要求コマンド）も、給電装置１との
間での通信を利用して行われる。なお、その後は前述したステップＳ１０２へと戻る。
【００７０】
　一方、負荷２２が起動中ではないと判断された場合（ステップＳ１０７：Ｎ）、次に制
御部２１６は、電圧安定化回路２１２への入力電圧Ｖ１が、充電の際に必要な最小限の電
力値に対応する閾値電圧Ｖth1よりも大きいのか、あるいは小さいのかを判断する（ステ
ップＳ１０９）。なお、この閾値電圧Ｖth1は、前述したように、電圧安定化回路２１２
（例えばスイッチングレギュレータ）の動作を担保する入力電圧Ｖ１の大きさに相当する
。
【００７１】
　ここで、入力電圧Ｖ１が閾値電圧Ｖth1よりも大きい場合（Ｖ１＞Ｖth1，ステップＳ１
０９：Ｙ）、制御部２１６は、送電電力が充電の際に必要な最小限の電力値よりも大きく
なっていると判断し、給電装置１（制御部１１２）側に対して送電電力を１段階減少させ
る要求を通知する。すなわち、制御部２１６は、必要送電電力１ステップダウン要求コマ
ンドを給電装置１側へ送信する（ステップＳ１１０）。この際の通知（必要送電電力１ス
テップダウン要求コマンド）も、給電装置１との間での通信を利用して行われる。なお、
その後は前述したステップＳ１０２へと戻る。
【００７２】
　一方、入力電圧Ｖ１が閾値電圧Ｖth1よりも小さい場合（Ｖ１＜Ｖth1，ステップＳ１０
９：Ｎ）、制御部２１６は、送電電力が充電の際に必要な最小限の電力値よりも小さくな
っていると判断し、給電装置１（制御部１１２）側に対して送電電力を１段階増加させる
要求を通知する。すなわち、制御部２１６は、必要送電電力１ステップアップ要求コマン
ドを給電装置１側へ送信する（ステップＳ１１１）。この際の通知（必要送電電力１ステ
ップアップ要求コマンド）も、給電装置１との間での通信を利用して行われる。なお、そ
の後は前述したステップＳ１０２へと戻る。
【００７３】
　このようにして、送電電力に基づいてバッテリー２１４への充電が行われている充電期
間中において、自己の機器（電子機器２Ａまたは電子機器２Ｂ）が起動した場合には、送
電電力の増加を要求する旨が、電子機器２Ａ，２Ｂから給電装置１側へ通知される。これ
により、前述したように、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているような場
合であっても、給電装置１側に対して送電電力の増加が促されるため、電子機器２Ａ，２
Ｂにおいて、自己の起動に要する電力を送電電力から確保し易くなる。
【００７４】
（給電装置１における送電制御例）
　一方、図１０は、給電装置１内の制御部１１２による具体的な送電制御例（充電期間中
における送電制御例）を、流れ図で表わしたものである。この送電制御例ではまず、通常
の送電動作（１００％の送電電力を送電する動作）が送電部１１０においてなされる（ス
テップＳ２０１）。
【００７５】
　次いで制御部１１２は、電子機器２Ａ，２Ｂ（制御部２１６）側から、所定のコマンド
を受信したのか否か（所定の要求に関する通知がなされたのか否か）を判断する（ステッ
プＳ２０２）。ここで、コマンドを受信していないと判断された場合（ステップＳ２０２
：Ｎ）、ステップＳ２０２へと再び戻る。
【００７６】
　一方、コマンドを受信したと判断された場合（ステップＳ２０２：Ｙ）、続いて制御部
１１２は、そのコマンドの内容を解読して認識する（ステップＳ２０３）。そして、次に
制御部１１２は、バッテリー２１４への充電が完了したのか否か（前述した充電完了コマ
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ンドを受信したのか否か）を判断する（ステップＳ２０４）。
【００７７】
　ここで、充電が完了したと判断された場合（ステップＳ２０４：Ｙ）、制御部１１２は
、送電部１１０による送電動作が停止するように、送電制御を行う（ステップＳ２０５）
。これにより、電子機器２Ａ，２Ｂに対する充電完了後の無駄（不必要）な送電（充電）
が防止され、過剰な送電電力に起因した発熱等が回避される。そして、図１０に示した、
充電期間中での制御部１１２による送電制御が終了となる。
【００７８】
　一方、充電がまだ完了していないと判断された場合（ステップＳ２０４：Ｎ）、次に制
御部１１２は、コマンドの内容（前述した起動状況情報）に基づいて、その電子機器（電
子機器２Ａまたは電子機器２Ｂにおける負荷２２）が起動中であるのか否かを判断する（
ステップＳ２０６）。
【００７９】
　ここで、その電子機器（負荷２２）が起動中であると判断された場合（ステップＳ２０
６：Ｙ）、制御部１１２は、その機器側から要求された（前述した必要送電電力要求コマ
ンドにおいて要求された）、起動の際に必要な電力値となるように送電電力を制御する。
これにより、そのような必要な電力値による送電が、送電部１１０によってなされる（ス
テップＳ２０７）。なお、その後は前述したステップＳ２０２へと戻る。
【００８０】
　一方、その電子機器（負荷２２）が起動中ではないと判断された場合（ステップＳ２０
６：Ｎ）、次に制御部１１２は、コマンドの内容に基づいて、送電電力の１ステップダウ
ン要求がなされているのか否かを判断する（ステップＳ２０８）。すなわち、前述した必
要送電電力１ステップダウン要求コマンドが受信されているのか、あるいは前述した必要
送電電力１ステップアップ要求コマンドが受信されているのか、を判断する。
【００８１】
　ここで、送電電力の１ステップダウン要求がなされている（要送電電力１ステップダウ
ン要求コマンドが受信されている）と判断された場合（ステップＳ２０８：Ｙ）、制御部
１１２は、送電電力が１段階減少するように送電電力を制御する。これにより、１段階減
少した送電電力による送電が、送電部１１０によってなされる（ステップＳ２０９）。な
お、その後は前述したステップＳ２０２へと戻る。
【００８２】
　一方、送電電力の１ステップダウン要求がなされていない（要送電電力１ステップアッ
プ要求コマンドが受信されている）と判断された場合（ステップＳ２０８：Ｎ）、制御部
１１２は、送電電力が１段階増加するように送電電力を制御する。これにより、１段階増
加した送電電力による送電が、送電部１１０によってなされる（ステップＳ２１０）。な
お、その後は前述したステップＳ２０２へと戻る。
【００８３】
　このようにして、送電電力に基づいてバッテリー２１４への充電が行われている充電期
間中において、そのバッテリー２１４を有する電子機器（電子機器２Ａまたは電子機器２
Ｂ）が起動した場合には、送電電力が増加するように送電動作が制御される。これにより
、前述したように、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているような場合であ
っても、電子機器２Ａ，２Ｂにおいて、自己の起動に要する電力を送電電力から確保し易
くなる。
【００８４】
　以上のように本実施の形態では、送電電力に基づいてバッテリー２１４への充電が行わ
れている充電期間中において、そのバッテリー２１４を有する電子機器（電子機器２Ａま
たは電子機器２Ｂ）が起動した場合、制御部１１２は、送電電力が増加するように送電動
作を制御する。また、そのような充電期間中において、自己の機器（電子機器２Ａまたは
電子機器２Ｂ）が起動した場合、制御部２１６は、送電電力の増加を要求する旨を給電装
置１側へ通知する。これにより、充電期間中に送電電力が絞られて低く抑えられているよ
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うな場合であっても、給電装置１側に対して送電電力の増加が促されるため、電子機器２
Ａ，２Ｂにおいて、自己の起動に要する電力を送電電力から確保し易くなる。よって、磁
界を用いて電力伝送を行う際に、ユーザの利便性を向上させることが可能となる。
【００８５】
　なお、本実施の形態における制御部１１２，２１６による制御は、負荷２２の起動時に
必要な最大電力よりも送電電力（バッテリー２１４における充電電力との併用を含む）の
ほうが上回っていることが条件となる。したがって、そのような電力バランスを満たさな
い場合、バッテリー２１４における残量電力に応じて、負荷２２の起動時等には負荷２２
における機能の一部を制限する（無効化する）ことが望ましいと言える。これは、そのよ
うな制限（無効化）を行わないと、バッテリー２１４における充電電力が徐々に低下して
しまうからである。
【００８６】
＜変形例＞
　以上、実施の形態を挙げて本開示の技術を説明したが、本技術はこの実施の形態に限定
されず、種々の変形が可能である。
【００８７】
　例えば、上記実施の形態では各種のコイル（送電コイル，受電コイル）を挙げて説明し
ているが、これらのコイルの構成（形状）としては種々のものを用いることが可能である
。すなわち、例えばスパイラル形状やループ形状、磁性体を用いたバー形状、スパイラル
コイルを２層で折り返すように配置するα巻き形状、更なる多層のスパイラル形状、厚み
方向に巻線が巻回しているヘリカル形状などによって、各コイルを構成することが可能で
ある。また、各コイルは、導電性を有する線材により構成された巻き線コイルだけではな
く、プリント基板やフレキシブルプリント基板などにより構成された、導電性を有するパ
ターンコイルであってもよい。
【００８８】
　また、上記実施の形態では、給電対象機器の一例として電子機器を挙げて説明したが、
これには限られず、電子機器以外の給電対象機器（例えば、電気自動車等の車両など）で
あってもよい。
【００８９】
　更に、上記実施の形態では、給電装置および電子機器の各構成要素を具体的に挙げて説
明したが、全ての構成要素を備える必要はなく、また、他の構成要素を更に備えていても
よい。例えば、給電装置や電子機器内に、通信機能や何かしらの制御機能、表示機能、２
次側機器を認証する機能、異種金属などの混入を検知する機能などを搭載するようにして
もよい。また、上記実施の形態で説明した送電制御（充電期間中において給電対象機器と
しての電子機器が起動したときに、送電電力を増加させる制御）を、電子機器の起動時に
一律に実行するのではなく、所定の条件下でのみ実行するようにしてもよい。例えば、予
め規定されている所定のシーケンス（動作）を行う場合には、電子機器が起動したときで
あっても、上記の送電制御を実行しないようにしてもよい。換言すると、例えばユーザが
電子機器の電源ボタンを押してその電子機器を起動させた場合等、上記した所定のシーケ
ンス以外で電子機器が起動したときに、上記の送電制御を実行するようにしてもよい。
【００９０】
　加えて、上記実施の形態では、主に、給電システム内に複数（２つ）の電子機器が設け
られている場合を例に挙げて説明したが、この場合には限られず、給電システム内に１つ
の電子機器のみが設けられているようにしてもよい。
【００９１】
　また、上記実施の形態では、給電装置の一例として、携帯電話機等の小型の電子機器（
ＣＥ機器）向けの充電トレーを挙げて説明したが、給電装置としてはそのような家庭用の
充電トレーには限定されず、様々な電子機器等の充電器として適用可能である。また、必
ずしもトレーである必要はなく、例えば、いわゆるクレードル等の電子機器用のスタンド
であってもよい。
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【００９２】
（電界を用いて非接触に電力伝送を行う給電システムの例）
　また、上記実施の形態では、１次側機器としての給電装置から２次側機器としての電子
機器に対して、磁界を用いて非接触に電力伝送（給電）を行う給電システムの場合を例に
挙げて説明したが、これには限られない。すなわち、本開示内容は、１次側機器としての
給電装置から２次側機器としての電子機器に対して、電界（電界結合）を用いて非接触に
電力伝送を行う給電システムにおいても適用することが可能であり、上記実施の形態と同
様の効果を得ることが可能である。
【００９３】
　具体的には、例えば図１１に示した給電システムは、１つの給電装置８１（１次側機器
）と、１つの電子機器８２（２次側機器）とを備えている。給電装置８１は、主に、送電
電極Ｅ１（１次側電極）を含む送電部８１０と、交流信号源８１１（発振器）と、接地電
極Ｅｇ１とを有している。電子機器８２は、主に、受電電極Ｅ２（２次側電極）を含む受
電部８２０と、整流回路８２１と、負荷８２２と、接地電極Ｅｇ２とを有している。すな
わち、この給電システムは、送電電極Ｅ１および受電電極Ｅ２と、接地電極Ｅｇ１，Ｅｇ
２との２組の電極を備えている。換言すると、給電装置８１（１次側機器）および電子機
器８２（２次側機器）はそれぞれ、モノポールアンテナのような非対称性の一対の電極構
造からなるアンテナを、機器内部に有している。
【００９４】
　このような構成の給電システムでは、送電電極Ｅ１と受電電極Ｅ２とが互いに対向する
と、上記した非接触性のアンテナ同士が、互いに結合する（電極の垂直方向に沿って互い
に電界結合する）。すると、これらの間に誘導電界が発生し、これにより電界を用いた電
力伝送が行われる（図１１中に示した電力Ｐ８参照）。具体的には、例えば図１２に模式
的に示したように、送電電極Ｅ１側から受電電極Ｅ２側へと向かって、発生した電界（誘
導電界Ｅｉ）が伝播すると共に、接地電極Ｅｇ２側から接地電極Ｅｇ１側へと向かって、
発生した誘導電界Ｅｉが伝播する。すなわち、１次側機器と２次側機器との間で、発生し
た誘導電界Ｅｉのループ経路が形成されることになる。このような電界を用いた非接触に
よる電力供給システムにおいても、上記実施の形態と同様の手法を適用することにより、
同様の効果を得ることが可能である。
【００９５】
　なお、本技術は以下のような構成を取ることも可能である。
（１）
　２次電池を有する給電対象機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う送電部と、
　前記送電部における送電動作を制御する送電制御部と
　を備え、
　前記送電制御部は、
　前記送電の際の送電電力に基づいて前記２次電池への充電が行われている充電期間中に
おいて、その２次電池を有する給電対象機器が起動した場合には、
　前記送電電力が増加するように前記送電動作を制御する
　給電装置。
（２）
　前記送電制御部は、前記給電対象機器側から要求された、起動の際に必要な電力値とな
るように、前記送電電力を制御する
　上記（１）に記載の給電装置。
（３）
　前記送電制御部は、
　前記充電期間中において前記給電対象機器が起動していない期間では、
　前記充電の際に必要な最小限の電力値まで、前記送電電力を段階的に絞る
　上記（１）または（２）に記載の給電装置。
（４）
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　前記送電制御部は、
　前記送電電力を段階的に絞る際には、前記給電対象機器からの要求に応じて、前記送電
電力を１段階ずつ減少または増加させる
　上記（３）に記載の給電装置。
（５）
　前記送電制御部は、前記２次電池への充電が完了した場合には、前記送電動作を停止さ
せる
　上記（１）ないし（４）のいずれかに記載の給電装置。
（６）
　前記送電制御部は、前記給電対象機器との間での通信を利用して、前記充電期間中であ
るのか否か、および、前記給電対象機器が起動したのか否かを検知する
　上記（１）ないし（５）のいずれかに記載の給電装置。
（７）
　２次電池を有する１または複数の電子機器と、
　前記電子機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う給電装置と
　を備え、
　前記給電装置は、
　前記送電を行う送電部と、
　前記送電部における送電動作を制御する送電制御部と
　を有し、
　前記送電制御部は、
　前記送電の際の送電電力に基づいて前記２次電池への充電が行われている充電期間中に
おいて、その２次電池を有する電子機器が起動した場合には、
　前記送電電力が増加するように前記送電動作を制御する
　給電システム。
（８）
　給電装置から磁界または電界を用いた送電の際の送電電力を受け取る受電部と、
　前記受電部により受け取った送電電力に基づく充電が行われる２次電池と、
　所定の制御を行う制御部と
　を備え、
　前記制御部は、
　前記２次電池への充電が行われている充電期間中において、自己の機器が起動した場合
には、
　前記送電電力の増加を要求する旨を前記給電装置側へ通知する
　電子機器。
（９）
　前記制御部は、
　前記送電電力の増加の要求に応じて実際に送電電力が増加するまでの期間では、
　前記２次電池に蓄電された充電電力の一部を用いて起動動作が行われるように制御する
　上記（８）に記載の電子機器。
（１０）
　前記制御部は、
　前記充電期間中において自己の機器が起動していない期間では、
　前記充電の際に必要な最小限の電力値まで前記送電電力が段階的に絞られるように、そ
の旨の要求を前記給電装置側へ通知する
　上記（８）または（９）に記載の電子機器。
（１１）
　前記制御部は、
　前記送電電力が前記最小限の電力値よりも大きい場合には、前記送電電力を１段階減少
させる要求を通知する一方、
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　前記送電電力が前記最小限の電力値よりも小さい場合には、前記送電電力を１段階増加
させる要求を通知する
　上記（１０）に記載の電子機器。
（１２）
　前記２次電池への充電を行う充電部と、
　前記送電電力に基づいて得られる入力電圧の安定化を行い、安定化後の出力電圧を前記
充電部へ供給する電圧安定化回路と
　を備え、
　前記最小限の電力値は、前記電圧安定化回路における前記入力電圧および前記出力電圧
の大きさを用いて規定される
　上記（１０）または（１１）に記載の電子機器。
（１３）
　前記電圧安定化回路がスイッチングレギュレータを用いて構成され、
　前記最小限の電力値は、前記スイッチングレギュレータの動作を担保する入力電圧の大
きさに対応する
　上記（１２）に記載の電子機器。
（１４）
　前記制御部は、前記送電電力が起動の際に必要な電力値となるように、その旨の要求を
前記給電装置側へ通知する
　上記（８）ないし（１３）のいずれかに記載の電子機器。
（１５）
　前記制御部は、前記２次電池への充電が完了した場合には、その旨を前記給電装置側へ
通知する
　上記（８）ないし（１４）のいずれかに記載の電子機器。
（１６）
　前記制御部は、前記給電装置との間での通信を利用して、前記給電装置側への通知を行
う
　上記（８）ないし（１５）のいずれかに記載の電子機器。
（１７）
　１または複数の電子機器と、
　前記電子機器に対して磁界または電界を用いた送電を行う給電装置と
　を備え、
　前記電子機器は、
　前記送電の際の送電電力を受け取る受電部と、
　前記受電部により受け取った送電電力に基づく充電が行われる２次電池と、
　所定の制御を行う制御部と
　を備え、
　前記制御部は、
　前記２次電池への充電が行われている充電期間中において、自己の機器が起動した場合
には、
　前記送電電力の増加を要求する旨を前記給電装置側へ通知する
　給電システム。
【符号の説明】
【００９６】
　１，８１…給電装置（１次側機器）、１１…送電装置、１１０，８１０…送電部、１１
１…交流信号発生回路、１１２…制御部、２Ａ，２Ｂ，８２…電子機器（２次側機器）、
２１…受電装置、２１０，８２０…受電部、２１１…整流回路、２１２…電圧安定化回路
、２１３…充電回路、２１４…バッテリー、２１５…電圧検出回路、２１６…制御部、２
２…負荷、４…給電システム、８１１…交流信号源、８２１…整流回路、８２２…負荷、
９…外部電源、Ｓ１…送電面、Ｌ１…送電コイル、Ｌ２…受電コイル、Ｅ１…送電電極（
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１次側電極）、Ｅ２…受電電極（２次側電極）、Ｃ１ｐ，Ｃ１ｓ，Ｃ２ｐ，Ｃ２ｓ…コン
デンサ、Ｅｇ１，Ｅｇ２…接地電極、Ｄ１～Ｄ４…整流素子、Ｓdc…直流信号、Ｓac…交
流信号、ＣＴＬ…制御信号、Ｖｂ…バッテリー電圧、Ｖ１…入力電圧、Ｖth1…閾値電圧
、Ｔｐ…給電期間、Ｔｃ…通信期間、Ｔｃｃ…定電流充電期間、Ｔｃｖ…定電圧充電期間
、Ｔｏｎ…起動状態期間、ｔ１…タイミング。
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